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新たに設置された掲示板

地域市民センター東西南北
自治振興会は、市の提案 23地区全てで設立されています。

希望ヶ丘学区自治振興会希望ヶ丘分会
　希望ヶ丘は、昭和 40年代から 50年代にかけて造成
された新興住宅地です。造成後、急激に人口が増加し、
現在、希望ヶ丘区で約1,000世帯、3,400人を超える人々
が暮らしています。
　最近は若い世代の転入はあるものの、一時期に比べ小
学校の児童数も減少するなど、少子高齢化の進行や地域
行事への参加者の減少、住民相互間でのコミュニケーシ
ョン不足などの課題が出てきています。
　これらの課題の解決に向けて、昨年 12月 18 日に希
望ヶ丘区で自治振興会を設立し、住みよい地域となるよ
うにまちづくりを進めていきます。

希望ヶ丘学区自治振興会希望ヶ丘分会
辻
つじ

村
むら

　昭
あき

文
ふみ

会長に聞きました
── �自治振興会設立に至った経過や

ご苦労されたことをお聞かせください

　希望ヶ丘は人口が非常に多い地域で、居住年数や家族
構成などさまざまな方がお住まいです。自治会組織につ
いても、昭和 53年から活動を行ってきましたが、人口
が多くなったことにより、二つに分離した経緯がありま
す。
　平成 21年に区長会で市から自治振興会についての説
明があった後、自治会単位の分会から始めることを前提
に検討を始めました。
　自治会の三役と市との協議の後、平成 23年９月には
検討委員会を立ち上げ、自治振興会発足にむけての動き
が本格化しました。既存の自治会と自治振興会の位置づ
けについて、ボランティア団体など外部組織も交えて、
そのあり方について議論しました。
　また、現在自治会への加入率は 85％程度であり、加

入していない 15
％の区民とのつな
がりが以前より課
題となっていまし
た。こういった区
民にも地域のつな
がりに加わっても
らえるようにと願
い、自治振興会を
設立しました。今後は、若年層にも関心を持ってもらい、
自治活動と若い人たちとの結びつきをいかに図っていく
かが課題となります。

── �すでに事業も実施されているということですが

　地域の安心安全や広報に関わる事業を中心に実施しま
した。
　具体的には、自治会との協働事業として新小学１年生
を対象とした交通安全講習会の開催や、自治会とは別に
自治振興会の動きを伝える「希望ヶ丘分会だより」を発
行し、自治会をとおしての配布のほか、新たに設置した
５か所の掲示板にも掲示し、自治会未加入の方にも見て
もらえるようにしています。

── �希望ヶ丘学区自治振興会希望ヶ丘分会のＰＲをどうぞ

　新興住宅団地ということでお互い隣同士のつながりが
希薄になりがちですが、同じ地区内に暮らすものとして、
自治会をはじめとしたボランティア団体などと協働しな
がら自治振興会の存在感を示すことで、地域の横のつな
がりを強化していきたいと思います。
　始まったばかりの当分会でありますが、皆様のご協力
をいただきながら成長していきたいと思いますので、今
後ともご支援いただきますようお願いします。

―地域の横のつながりを大切に―

地域コミュニティ推進室
  ☎65-0687　Fax63-4554問い合わせ　

土
山
学
区
自
治
振
興
会
主
催
の
講
演
会
が
３
月
16

日
土
山
開
発
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
に「
反
差
別・人
権
研
究
所
み
え
」の
松
村
智
広

さ
ん
を
迎
え
、人
権
へ
の
気
付
き
に
つ
い
て
講
演
を
さ

れ
ま
し
た
。

　
松
村
さ
ん
の
体
験
談
を
ま
じ
え
な
が
ら
、ま
だ
ま
だ

厳
し
い
同
和
問
題
の
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
が
、参
加
さ

れ
た
方
は
、「
楽
し
く
人
権
学
習
を
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
」と
、話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
講
演
会
が
、人
権
が
尊
重
さ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
の
一
助
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

３
月
11
日　
綾
野
自
治
振
興
会(

綾
野
学
区
ま
ち
づ

く
り
協
議
会)

に
よ
る
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、約
１
８
０

名
の
住
民
の
み
な
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、多
く
の
機
関
や
団
体
の
ご
協
力
を
得
な
が

ら
、災
害
時
の
避
難
経
路
の
確
認
の
ほ
か
、消
火
ホ
ー

ス・家
庭
用
消
火
器
に
よ
る
消
火
方
法
や
、さ
ら
に
は
負

傷
者
の
処
置
方
法
な
ど
の
実
技
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、擬
似
煙
の
体
験
や
、普
段
は
見
る
こ
と
の
な
い

防
災
備
蓄
倉
庫
の
見
学
も
実
施
し
、防
災
に
対
す
る
意

識・
知
識
を
よ
り
い
っ
そ
う
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
炊
き
出
し
の
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
さ
れ
、参
加
者
に
よ
る
情
報
交
換
を
と

お
し
て
、安
心・安
全
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
３
月
31
日（
土
）に
多
羅
尾
学
区
自
治
振
興
会
で
は
、

地
元
の
里
山
で
あ
る
高た

か

香こ

山や
ま

を
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
19
人
の
参
加
者
で
緑
の

基
金
で
配
布
さ
れ
た
苗
木
を
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

　
信
楽
町
小
川
か
ら
多
羅
尾
に
向
か
っ
て
峠
を
越
え

る
と
高
香
山
が
見
え
て
き
ま
す
。
昭
和
初
期
に
多
羅

尾
愛
郷
会
が
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
六
角
堂
を
立

て
ら
れ
、そ
の
後
、運
動
会
や
大
声
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど

で
区
民
に
親
し
ま
れ
た
憩
い
の
場
所
で
す
。

　
当
日
は
、雨
の
中
の
植
樹
で
し
た
が「
高
香
山
が
再

び
多
羅
尾
の
展
望
台
と
し
て
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
」と

の
願
い
で
懸
命
に
作
業
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
４
月
１
日
、甲
南
町
野
田
区
に
お
い
て
、「
野
田
た
す
け
愛
♡
グ
ル
ー

プ
」の
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
発
足
し
ま
し
た
。

　
昨
年
度
、野
田
区
に
お
い
て
地
域
福
祉
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、多
く
の
区
民
の
方
か
ら「
助
け
て
欲
し
い
」、「
困
っ
た
こ
と
が

あ
る
」と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
、地
域
で
機
運
が
高
ま
り
、地
域
住
民
の
助

け
合
い
を
促
進
し
、共
生
き
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
の
一
助

と
な
る
こ
と
を
目
的
に
、自
主
的
な
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
ま
り

と
し
て
、木
村
洋
会
長
を
中
心
に
、小
学
生
か
ら
元
気
な
高
齢
者
ま
で

の
会
員
25
名
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
で
き
る
こ
と
か
ら　
ぼ
ち
ぼ
ち
と
」を
合
言
葉
に
子
ど
も
や
高
齢

者
へ
の
見
守
り・声
か
け・美
化
清
掃
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
は
じ
め
て

い
く
と
の
こ
と
で
す
。
今
後
の
活
躍
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
講
演
会「
人
権
の
入
門
」開
催

土
山
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

「
防
災
訓
練
」を
実
施

綾
野
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

多
羅
尾
学
区
自
治
振
興
会
設
立
一
周
年
記
念
植
樹

多
羅
尾
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

「
で
き
る
こ
と
か
ら
　
ぼ
ち
ぼ
ち
と
」

甲
南
中
部
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

　
学
校
施
設
開
放
事
業
と
し
て
、信
楽
中
学
校
室
内

温
水
プ
ー
ル・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
左
記
の
期

間
一
般
開
放
い
た
し
ま
す
。

● 

期
間
／
５
月
１
日（
火
）～
10
月
31
日（
水
）の

　
　
　
　
毎
週　
火・水・金・土
曜
日
。

　
※�

た
だ
し
、学
校
施
設
で
あ
る
た
め
中
学
校
の
利
用
を

優
先
し
ま
す
の
で
６
月
20
日（
水
）～
７
月
20
日

（
金
）ま
で
は
土
曜
日
の
み
の
開
放
と
な
り
ま
す
。

●
時
間
／
１
回
目　
14：30
～
17：30

　
　
　
　
２
回
目　
18：00
～
21：00

●�

料
金
／
プ
ー
ル
１
回
あ
た
り
：
幼
児
１
０
０
円
、

小
中
学
生
３
０
０
円
、高
校
生
以
上
５
０
０
円

　

�

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
：
高
校
生
以
上
の
み
で

１
回
３
０
０
円

● 

そ
の
他
／
ご
利
用
い
た
だ
く
に
は
、会
員
登
録
が

必
要
で
す
。
ま
た
、昨
年
好
評
で
し
た
教
室
開
催

も
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、詳
細
に
つ
い
て
は
、信

楽
中
央
公
民
館
ま
た
は
信
楽
体
育
館
に
設
置
し
て

あ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
次
の
問
合
せ
先

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
講
演
や
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で

す
の
で
、ど
な
た
も
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

● 

日
時
／
５
月
12
日（
土
）12：45
～
16：15

　
　
　
　
※
雨
天
決
行

●
会
場
／�

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
し
ろ
や
ま（
水

口
小
学
校
西
付
近
）

信
楽
中
学
校
室
内
温
水
プ
ー
ル・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
一
般
開
放
に
つ
い
て

「
し
ろ
や
ま
」10
周
年

“
看
護
の
日
ま
つ
り
”開
催
の
お
し
ら
せ

問
い
合
わ
せ

信
楽
中
央
公
民
館　
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活
支
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